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 １．精整工程の位置づけ  

 スラブ精整設備は分塊圧延機
注1
，連続鋳造機と次工程の製品圧延工場との

中間に位置し，次工程の要求を満足する様に素材を整えるところである。こ

の精整工程では，分塊圧延機で成形された素材の形状を損うことなく，且つ

要求された品質を確保して剪断，冷却，検査，手入れ等を行う事。連続鋳造

機で鋳込まれた素材の検査，手入れ，切断等を行う事。及び次工程にタイミ

ングよく供給する事などの品質面，工程面で重要な役割を果さなければなら

ない。 

 尚ここで，分塊圧延機で成形された素材のことを分塊スラブ，連続鋳造機

で鋳込まれた素材のことをＣＣスラブ，これらを総称してスラブと呼ぶこと

にする。又ここでいう製品圧延工場としては熱延工場，厚板工場等がある。 

 この位置づけを第１－１図に示す。 

 

 

 

 

 

第１－１図 精整工程の位置づけ概略図 

 ２．精整工程における役割と材料の流れ  

 精整工程における材料の流れは第１－１図に示した如くであり，夫々の工

程での役割を以下に述べる。 

⑴ ホットスカーファー又はコールドスカーファーにてスラブ表面を溶削し，

                                     
注1 分塊圧延機とは分塊圧延に用いられる圧延機を意味する。 

第１章  スラブ精整工程の役割 
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 １．精整工程の概要  

 分塊工場の精整作業工程はホットスカーフ，剪断，マーキング，秤量，冷

却，検査，手入に分けられ，分塊圧延作業の流れの中で最後に位置しており，

検査・手入れ工程はＣＣスラブも処理する。各工程は工場により若干の特異

性があるが，共通している点が多い。又工場によっては，製品圧延工場にお

いて作業を分担するため，分塊工場に処理設備をもたないところもある。 

 最近の分塊圧延設備，精整設備は機械化，自動化が進んでおり情報処理の

オンライン化が計られているが，スラブの検査，疵取り作業は手作業に頼っ

ている部分が多い。 

 又その多くを社外の請負作業によっている為，この面の合理化が今後の課

題であり，自動化，集中化が検討されている。 

 精整作業工程の概略を第２－１図に示す。 

 

 

 

 

 

第２－１図 スラブ精整作業工程の概略 

 ２．主要作業の概要  

⑴ ホットスカーフ作業
※２－１

 

 分塊圧延機で圧延されたスラブの表面には種々の疵があるが、表面疵を

熱間にて除去することをホットスカーフ作業という。これは予熱にプロパ

ンガス，コークス炉ガス，アセチレンガス等を用い高圧酸素にてスラブの

第２章  スラブ精整作業の概要 


